
28

７．中国青銅器・銭貨鋳型の調査

－泉屋博古館・和泉市久保惣記念美術館所蔵資料を対象として－

丹羽崇史・村田泰輔

１. はじめに

　報告者（丹羽）はこれまで、中国の商周時代の青銅器製作技術の解明のため、青銅器の製品とともに土製

鋳型など冶金関連資料について調査・研究を進めてきた。近年は東周時代の一大鋳銅遺跡である山西省侯馬

鋳銅遺跡出土鋳型について着目してきた。2020 年以降、現地渡航がかなわない中、日本国内の関連する考

古資料や民具資料の調査を進め、高岡市立博物館所蔵土製型の調査成果を紹介した（丹羽・村田 2023）。こ

うした民俗資料以外にも、国内機関が所蔵する中国青銅器・銭貨鋳型についても調査を進め、それらの特徴

について検討してきた。本稿では中国における土製鋳型研究の現状とともに調査の概要を紹介する。

２.中国における土製鋳型の変遷

  新石器時代以来、中国では多くの土製鋳型の出土事例が知られている。商周青銅器鋳型の実験・自然科学・

岩相学的な分析も踏まえた総合的な研究も行われ、それらの特徴も明らかになりつつある。ただし、多くが

個別事例の検討にとどまり、土製鋳型製作技術の時間的変遷、ならびに地域別の差異など、通史的・広域的

な観点から検討したものは多くはない。

　日本の土製鋳型の変遷に関する研究事例として、久保智康氏の銅鏡鋳型の研究がある。久保氏は銅鏡鋳型

の構造の変化にもとづき以下のように分類する（久保 1999）。

　Ⅰ類：単層鋳型（表面を薄く真土で化粧したものを含む）。7世紀に出現。

　Ⅱ類：２層鋳型。粗型を焼いてから、一定の厚さの真土を塗る。10 世紀に出現。

　Ⅲ類：２層構造で粗型に条線を刻む。14 世紀以降に出現。

　報告者（丹羽）は久保氏の研究を参考にし、二里頭時代から漢代における基本構造の変遷を検討した。そ

のなかで、単層構造の鋳型が二里頭時代から東周時代まで多くみられるが、二重構造の鋳型も一定数みられ

ることを指摘した。また、漢代において、基部に砂状物質を含んだ鋳型の表面に、細かい土を塗布した銭笵

の事例があり、その構造は日本の奈良時代の銭貨鋳型にも類似したものがみられることを報告した（丹羽

2022b）。
　こうした土製鋳型の基体構造の検討において、肉眼観察以外にもⅩ線ＣＴを用いた調査が有効である。日

本の福岡県須玖タカウタ遺跡出土の弥生時代の土製鋳型に対して考古学調査、材質調査、Ⅹ線ＣＴによる構

造調査、復元実験が行われ、その結果、基体構造が肌土（内面）と鋳物土（外面）に分かれることが指摘さ

れた（春日市教育委員会 2017）。また、鋳造関連遺物ではないが、土製品の調査事例として、川原寺裏山遺

跡出土の塑像についても、Ⅹ線ＣＴを用いた調査により、その構造の特徴が検討されている（市元・和田

2012）。このように、考古学・自然科学双方の手法に基づいた土製鋳型調査の蓄積により、土製鋳型の時間

的変遷、地域的な差異についての所見が深められることが期待される。

３．調査の概要

　以上のような背景にもとづき、泉屋博古館・和泉市久保惣記念美術館のご厚意により、両館が所蔵する青

銅器・銭貨の土製鋳型を借用し、奈良文化財研究所にて、実測、顕微鏡観察、三次元計測、Ⅹ線ＣＴ、さら

に蛍光Ⅹ線分析等の非破壊調査を実施した。
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まとめ
・鋳型の構造は、単層構造のものと、2層構造のものが確認できる。
・鋳型面表面付土（久保、1999）は構成粒子の粒径差としては識別できなかった。
・薄い鋳型は単層構造で、細粒子からなる傾向が観察できる。単層構造のなかには粒径
組成が不均質で、空隙の分布も不規則であるものがある（RESULT1-3)。

・複層構造の鋳型のうち2層構造のものは、劉煜（2018）の背笵、面笵に対応する。背笵は、
粗い粒径粒子（ 100µm以上）の含有率が高く、大きな空隙も多い。面笵は、細かな粒径粒
子が卓越し、空隙は少なく小さい(RESULT7-10)。

・鋳型の空隙は、鋳型の内面付近から外層の縁辺部まで貫進しない。
・包み土の粒径組成は、極めて不均質である。包み土の中で識別される空隙は、ほとんど
が植物片によってできたものである(RESULT5)。
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